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 平成２５年度 第８回 大学院生命理工学研究科教授会議事要録 

 

日  時  平成２５年１２月１８日（水）15：20～16：45 

場  所  大会議室（Ｂ２棟４２６号室） 

出 席 者  関根研究科長ほか４３名 

 

配付資料 

１（教務案件） 

８－１ 平成２５年度授業関係について 

８－２ 平成２６年度授業関係について 

８－３ ９，１０時限の授業開講について 

８－４ 学生の異動について 

８－５ 指導教員の変更について 

８－６ 研究生について 

８－７ 海外交流学生について 

８－８ 海外訪問学生について 

８－９ 平成２５年１２月大学院博士課程修了の認定及び学位授与について 

２ 東京工業大学大学院生命理工学研究科等安全衛生委員会細則一部改正案新旧対照表等 

３ 大学院生命理工学研究科と地球生命研究所における流動教員に関する合意事項（案） 

４ 東工大の教育改革について 

５ 電子公開にあたっての博士論文提出者への指針 

 

プロジェクタ資料 

１ 国立大学法人東京工業大学安全保障輸出管理規則の一部改正について 

２ 会議・委員会等の在り方及び構成員の検証・見直し等に伴う関係規則の一部改正について 

３ 「国立大学改革プラン」について 

４ 平成２４年度に係る業務の実績に関する評価結果について 

５ 学長裁量スペースの新規確保について 

６ 外国人研究者へのオリエンテーション等の実施について 

７ 平成２６年度予算編成スケジュール（案）について 

８ 東工大公式 Webサイトリニューアル運用１ヶ月の報告と今後の課題について 

９ 平成２５年度東京工業大学職員等の栄誉の祝賀について 

10 ２０１３年度冬季の電力需給対策について（協力依頼） 

11 平成２６年度科学研究費助成事業応募状況 

12 学長年頭挨拶及び新年賀詞交換会の開催について 

13 客員研究員の受入れについて 

14 すずかけ門から駅への道路横断について 

15 成２６年度オープンキャンパスの企画・実施について（依頼） 

16 平成２６年度大学入学者選抜大学入試センター試験実施における入構措置等について 

 

○現在員５９名，公務出張等５名，定足数２８名に対して出席者４４名で教授会成立 

○前回議事要録（案）を承認した。 

 

議事要旨 

Ⅰ 審議事項 
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１－１ 平成２５年度授業関係について 

研究科長から、資料 8-1（教務）に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおりこれを承認した。 

１－２ 平成２６年度授業関係について 

研究科長から、資料 8-2（教務）に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおりこれを承認した。 

１－３ ９，１０時限の授業開講について 

研究科長から、資料 8-3（教務）に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおりこれを承認した。 

１－４ 学生の異動について 

研究科長から、資料 8-4（教務）に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおりこれを承認した。 

１－５ 指導教員の変更について 

研究科長から、資料 8-5（教務）に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおりこれを承認した。 

１－６ 研究生について 

研究科長から、資料 8-6（教務）に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおりこれを承認した。 

１－７ 海外交流学生について 

研究科長から、資料 8-7（教務）に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおりこれを承認した。 

１－８ 海外訪問学生について 

研究科長から、資料 8-8（教務）に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおりこれを承認した。 

１－９ 平成２５年１２月大学院博士課程修了の認定及び学位授与について 

研究科長から、現在員５９名、公務出張等５名、定足数３６名に対し出席者が４４名で定足数を

満たしている旨報告があった。次いで、研究科長から、資料 8-9（教務）に基づき説明があり、審

議の結果、原案のとおりこれを承認した。 

２ 東京工業大学大学院生命理工学研究科等安全衛生委員会細則等の一部改正について 

研究科長から、資料２に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおりこれを承認した。 

３ 大学院生命理工学研究科と地球生命研究所における流動教員に関する合意事項（案）について 

研究科長から、資料３に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおりこれを承認した。 

４ 教員選考について 

（１）生命情報専攻 生命情報医科学講座 分子生命情報分野 講師（テニュアトラック教員） 

研究科長から、標記教員選考委員会委員長から選考結果報告書の提出があった旨報告があり、次いで、

同委員長から選考経過及び候補者の略歴・業績等について説明があり、審議及び可否投票の結果、当該

候補者を同分野の講師に任用することを承認した。 

 

Ⅱ 諸 報 告 

１ 教育研究評議会関係 

   湯浅評議員から、平成２５年度第８回教育研究評議会の審議概要等について報告・説明があった。 

【第８回２５．１２．５開催】 

（１）国立大学法人東京工業大学安全保障輸出管理規則の一部改正について（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料１） 

（２）会議・委員会等の在り方及び構成員の検証・見直し等に伴う関係規則の一部改正について（ﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾀ資料２） 

（３）東京工業大学附置研究所における客員研究部門又は客員教員に準ずる学外研究機関との準客員方

式に基づく研究の実施に関する規則第２条に基づく承認申請について 

（４）東工大の教育改革について（資料４） 

（５）「国立大学改革プラン」について（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料３） 

（６）平成２４年度に係る業務の実績に関する評価結果について（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料４） 

（７）学長裁量スペースの新規確保について（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料５） 

（８）学生の懲戒に係る不服申し立てについて 

（９）博士論文の電子公開について（資料５） 
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（10）外国人研究者へのオリエンテーション等の実施について（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料６） 

（11）教育研究に関する諸問題について 

（12）リベラルアーツセンター主催 シンポジウム・情報交換会の開催について 

２ 部局長等会議関係 

研究科長から、平成２５年度第１４回及び第１５回部局長等会議の審議概要等について報告・説明があった。 

【第１４回２５．１１．１５開催】 

（１）経営協議会への部局長等会議構成員の陪席について 

（２）平成２６年度予算編成スケジュールについて（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料７） 

（３）会計検査院実地検査日程について 

（４）平成２６年度電子ジャーナル等の経費について 

（５）東工大公式 Webサイトリニューアル運用１ヶ月の報告と今後の課題について（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料８） 

（６）平成２５年度東京工業大学職員等の栄誉の祝賀について（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料９） 

（７）平成２５年度研究助成等一覧（H25.10.25～H25.11.7）受付分について  

（８）部局等の現状と諸問題について 

（９）その他 

①防火扉を閉めた防災訓練について 

②第１９回大岡山蔵前ゼミについて 

③地球生命研究所パンフレットについて 

【第１５回２５．１２．５開催】 

（１）全学教授会について 

（２）平成２５年度会計検査院実地検査に係る受検概要及び講評概要について 

（３）２０１３年度冬季の電力需給対策について（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料 10） 

（４）平成２６年度科学研究費助成事業応募状況について（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料 11） 

（５）全学一斉清掃について 

（６）学長年頭挨拶及び新年賀詞交換会の開催について（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料 12） 

（７）平成２５年度研究助成等一覧（H25.11.8～H25.11.28）受付分について  

（８）部局等の現状と諸問題について 

（９）その他 

①本館講義棟の竣工式典・見学会の実施について 

３ 本研究科関係 

  （１）客員研究員の受入れについて 

研究科長から、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料 13に基づき、本受入れについて報告があった。 

４ 各種委員会報告等 

案件なし 

５ その他 

（１）夏休み中の停電の日程を変更することについて 

    研究科長から、停電の日程に関し、来年は夏に実施し再来年から春に実施する方向での５部局長

懇談会で検討している旨説明があった。 

（２）すずかけ門から駅への道路横断について 

    研究科長から、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料 14に基づき、本すずかけ門から駅への道路横断について説明があっ

た。 

（３）広報委員会の充実について 

    研究科長から、本広報委員会の充実について説明があった。 

（４）平成２６年度オープンキャンパスの企画・実施について 

研究科長から、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料 15に基づき、本平成２６年度オープンキャンパスの企画・実施につ
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いて説明があった。 

（５）入学試験時における入構措置等について 

研究科長から、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ資料 16に基づき、入学試験時における入構は禁止されており、学生にあ

っては、実験動物の関係など真にやむを得ない事情がある場合に限り入構を認めることとする旨説

明があった。 

（６）大学教育改革（コース等）について 

各専攻長（代理を含む）から、本大学教育改革（コース等）について、各専攻における検討状況

に関する報告があり、次いで、研究科長から、将来構想委員会で検討の上詰めていく旨発言があっ

た。 

以 上 


